
日産車体の環境活動
日産車体株式会社
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資本金 ７９億４００万円

従業員数 ４，９４０人（H17/12末）

売上高 ５,６９７億円 （04年度）

生産規模 生産車種 １３車種

生産台数 ３4万台 (04年度)

１．会社概要１．会社概要

京都府宇治市

LCV事業部

平塚市･秦野市

開発部門

本社部門

湘南工場



約３０％

生産分担率生産分担率 （（'04'04年度実績）年度実績）

生産車種数

約２４％

１３車種

オール日産１４２万台
(国内生産)

オール日産 ４４車種
(国内生産)

生産台数 ３４万台

SERENA WING ROAD ＦＸ４５



湘南工場の立地条件

市民と共生出来る都市型自動車工場の構築

住居専用地域

高層ﾏﾝｼｮﾝ

商業地域

湘南工場（工業専用地域）



２．環境活動２．環境活動

活動組織活動組織 執行役員会議執行役員会議 環境委員会環境委員会

((委員長：役員委員長：役員))
環境管理責任者環境管理責任者

執行役員会議執行役員会議 各部／各課各部／各課

活動計画活動計画

塗装単位面積当り

VOC排出量 ４４g/㎡以下
化学物質削減

臭気・騒音の防止、情報開示 他地域との共生

Ｃ０2排出量８６千トン以下
（‘90年度比35％減に相当）

地球温暖化

・廃棄物焼却量1.7kg/台以下
・直接埋立「０」の維持

廃棄物削減

2007年度目標（05年度～目標）項目
‘97/12

環境ISO認証取得

３年間の目標をﾛｰﾘﾝｸﾞ３年間の目標をﾛｰﾘﾝｸﾞ



地球温暖化防止

CO2CO2排出量排出量
ｺ・ｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑｺ・ｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ

環境大臣賞受賞環境大臣賞受賞光触媒利用冷房ｼｽﾃﾑ光触媒利用冷房ｼｽﾃﾑ
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34%34%減減

％％ 京都議定書６％減京都議定書６％減

自動車工業会目標自動車工業会目標

’’1010年に年に’’9090年度比年度比10%10%減減



廃棄物削減
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分別回収の実施分別回収の実施

汚泥の乾燥とﾘｻｲｸﾙ化汚泥の乾燥とﾘｻｲｸﾙ化

台当り廃棄物発生量台当り廃棄物発生量

総発生量総発生量

直接埋立直接埋立

ﾘｻｲｸﾙ率＝９８．７ﾘｻｲｸﾙ率＝９８．７ ％％

％％

直接埋直接埋立立

廃止廃止(01/4)(01/4)

87%87%減減



重点活動項目重点活動項目

臭気（悪臭防止法の基準）

塗料ミスト（飛散ゼロ）

騒音（敷地境界５０ｄＢ）

開かれた工場（市民との交流）

地域との共生地域との共生



塗料ﾐｽﾄ防止ﾌｨﾙﾀｰ塗料ﾐｽﾄ防止ﾌｨﾙﾀｰ 敷地境界騒音対策敷地境界騒音対策（二重壁）（二重壁）

脱臭装置（オーブン）脱臭装置（オーブン） 消臭剤噴霧装置（ブース）消臭剤噴霧装置（ブース）

地域との共生地域との共生 （ご迷惑をかけない為に（ご迷惑をかけない為に))

捕捉率９９％以上捕捉率９９％以上 ５０ｄＢ以下５０ｄＢ以下



地域との共生地域との共生 （より良く理解していただく為に）（より良く理解していただく為に）

小学生向けﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ小学生向けﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
工場見学会（工場見学会（1.51.5万人万人//年年))

企業祭（４万人）企業祭（４万人）



３．化学物質管理

日産自動車日産自動車

日産車体日産車体

基準化・目標設定基準化・目標設定

実施実施

教育教育

計画計画

反映反映

協力会社協力会社
（環境責任者）（環境責任者）

情報共有化情報共有化

原材料計画原材料計画

事前事前

確認確認

グリーン調達グリーン調達



排出量の削減増やさない

情報公開隠さない

・施設／作業の管理充実

・事故対応訓練

漏らさない

・使用禁止／注意物質明確化

・新規原材料管理

使わない

対応策考え方

考え方と対応策
化学物質管理化学物質管理



排出量の削減増やさない

情報公開隠さない

・施設／作業の管理充実

・事故対応訓練

漏らさない

・使用禁止／注意物質明確化

・新規原材料管理

使わない

対応策考え方

考え方と対応策
化学物質管理化学物質管理



使わない （禁止/注意物質、新規原材料管理）

協力会社 使用部署安全・環境管理部署計画部署

採用可採用可

採用否採用否

材料管理表材料管理表
MSDSMSDS

不採用不採用

環境影響検討環境影響検討

事前評価ｼｰﾄ事前評価ｼｰﾄ
MSDSMSDS

材料管理表作成材料管理表作成

材料管理表材料管理表
MSDSMSDS

導入計画導入計画

・禁止・禁止//注意物質有無注意物質有無

・地域・地域//作業環境影響作業環境影響

・廃水処理影響・廃水処理影響 等等

教育教育採用通知採用通知

量産準備量産準備

材料開発材料開発
禁止禁止//注意物質注意物質 国内外法規規制国内外法規規制 等等

確認確認



排出量の削減増やさない

情報公開隠さない

・施設／作業の管理充実

・事故対応訓練

漏らさない

・使用禁止／注意物質明確化

・新規原材料管理

使わない

対応策考え方

考え方と対応策
化学物質管理化学物質管理



増やさない （排出量の削減）

化学物質排出量化学物質排出量
（（’’0404年度年度PRTRPRTRﾃﾞｰﾀより）ﾃﾞｰﾀより）

ｷｼﾚﾝ
45%

ﾄﾙｴﾝ
31%

ｴﾁﾙﾍﾞ
ﾝｾﾞﾝ
22%

他
2%

((重金属等重金属等))

人への影響の大きさ人への影響の大きさ
排出量排出量××毒性係数毒性係数 （神奈川県条例）（神奈川県条例）

ＶＯＣの対策が必要ＶＯＣの対策が必要

0

10

20

30

40

50

ｷｼ
ﾚﾝ

ﾄﾙ
ｴﾝ

ｴﾁ
ﾙﾍ

ﾝ゙ｾ
ﾝ゙ 他

ｷｼﾚﾝｷｼﾚﾝ ﾄﾙｴﾝﾄﾙｴﾝ

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

年間換算排出量（年間換算排出量（××101033ﾄﾝ）ﾄﾝ）



塗装面積当り塗装面積当り

ＶＯＣ排出量推移ＶＯＣ排出量推移

・VOC焼却装置採用乾燥炉

・塗着効率向上(ﾛﾎﾞｯﾄ化等)
・使用量削減(洗浄ｼﾝﾅｰ回収等)
・低VOC塗料採用(水性化等)

塗装

ﾌﾞｰｽ

ＶＯＣ削減施策ＶＯＣ削減施策

塗装ｽﾌﾟﾚｰ塗装ｽﾌﾟﾚｰ

ﾛﾎﾞｯﾄﾛﾎﾞｯﾄ

増やさない （排出量の削減）
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排出量の削減増やさない

情報公開隠さない

・施設／作業の管理充実

・事故対応訓練

漏らさない

・使用禁止／注意物質明確化

・新規原材料管理

使わない

対応策考え方

考え方と対応策
化学物質管理化学物質管理



漏らさない （施設／作業の管理、事故対応）

事故対応事故対応 （雨水の常時遮断水門）（雨水の常時遮断水門）初期対応初期対応 ((事故対応訓練事故対応訓練))

工程 　ｲﾝﾌﾟｯﾄ ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ
通常時 非通常時 事故時

評価件数 要改善 評価件数 要改善 要維持 評価件数 要維持 評価件数 要維持

地区全体 5 2 10 4 0 0 0 0 0

全体評価計（Ａ） 5 2 10 4 0 － － － －
圧造工程 湘南 46 0 41 0 0 0 0 22 1
車体工程 ３Ｈ 203 0 244 0 0 5 0 5 2

４Ｈ 44 0 44 0 0 5 0 4 1
２Ｓ 243 0 296 0 0 5 0 5 2

塗装工程 １Ｓ 123 0 138 0 7 29 2 60 56
２Ｓ 113 0 122 0 5 28 2 55 52

組立工程 Y･W･K 79 0 70 0 0 2 0 19 17
Ｄ 26 0 25 0 0 0 0 6 6
２Ｓ 53 0 43 0 0 1 0 13 9
４Ｓ 45 0 39 0 0 1 0 9 9

樹脂工程 成形 10 0 14 0 0 0 0 6 0
塗装 113 0 141 0 3 10 0 23 14
３Ｓ 8 0 20 0 0 0 0 0 0

指定施設指定施設 (362(362件件)) 薬品飛散防止壁薬品飛散防止壁



排出量の削減増やさない

情報公開隠さない

・施設／作業の管理充実

・事故対応訓練

漏らさない

・使用禁止／注意物質明確化

・新規原材料管理

使わない

対応策考え方

考え方と対応策
化学物質管理化学物質管理



隠さない隠さない （情報公開）（情報公開）

日産車体

１．工場見学 （１．５万人/年）

２．企業祭 （４万人）

３．従業員ﾓﾆﾀｰ（工場近辺在住者）

４．地域環境ﾘｽｸﾓﾃﾞﾙ事業参加

５．環境報告書、ＨＰ

社会

地域住民

ご意見

公開

課題：透明性の向上課題：透明性の向上

企業祭（環境ｺｰﾅｰ）企業祭（環境ｺｰﾅｰ）

６．環境対話活動６．環境対話活動



（化学物質や地域環境）

（市民、ＮＰＯ、企業、行政 他）

・名称 環境対話集会ｉｎ平塚

・目的： 市民の皆さんとの直接対話

・日程： 平成17年3月21日 13:30～17：00

・参加者： 96名・・・ﾊﾟﾈﾗｰ 17名、傍聴 79名

・会場： 日産車体 ゲストホール

・主催： 神奈川県、平塚市、日産車体

４．環境対話活動４．環境対話活動



対話集会ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ対話集会ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

第一部第一部
１３：１０～開会１３：１０～開会

工場紹介ビデオ上映工場紹介ビデオ上映

１３：４０～工場見学１３：４０～工場見学
１４：４０～休憩１４：４０～休憩
第二部第二部
１４：５０～平塚市内の化学物質排出状況（県）１４：５０～平塚市内の化学物質排出状況（県）

環境活動紹介環境活動紹介 （日産車体）（日産車体）

１５：２５～意見交換会１５：２５～意見交換会
１７：００１７：００ 閉会閉会



工場見学工場見学
・ありのままに

・全て見て頂く

廃棄物分別場

光触媒利用の冷房
主会場

ｺｼﾞｪﾈ
水処理

廃棄物

騒音対策

排水対策

光触媒

溶接

組立

1．ﾗｲﾝ見学

2.環境施設見学

見学順



対話集会対話集会 会場会場

・・話しやすい話しやすい

・自由な雰囲気・自由な雰囲気



参加者の全体評価参加者の全体評価
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良かったﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは？ 参考になりましたか？

参考になった参考になった意見交換意見交換



・水性塗料の採用

・塗料／溶剤の回収

・後処理方法の研究 等

化学物質使用量

の削減

・孫会社の調査／指導孫会社への支援

・リスコミ活動事例紹介

・ＨＰ／環境報告書で活動事例紹介

地域団体等での

ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ発揮

・積載率向上による車両削減

・運転手休憩場の増設（ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ対策)

納入車両による

環境影響への対応

対 応意見・要望

対話時の意見・要望への対応対話時の意見・要望への対応



まとめまとめ

都市特有の課題解決を通じて社会貢献

１．環境技術革新

２．市民・行政との緊密な連携

３．情報公開
工場見学時に工場見学時に

対話集会を紹介対話集会を紹介

既成概念にとらわれず！

良いことは早く！

既成概念にとらわれず！既成概念にとらわれず！

良いことは早く！良いことは早く！



ご清聴有難うございましたご清聴有難うございました

次回の対話集会 06年3月21日予定



スクリーン

市政モニター

進行役

専門家

専門家

進行役

公民館長

自治会長 自治会長

日産車体

日産車体

日産車体

自治会長
自治会長 市政モニター

市政モニター

平塚市

神奈川県

意見交換者の配席意見交換者の配席



運営等に対する評価運営等に対する評価

改善意見

１．傍聴席からの質問も受けて欲しかった。

２．行政から、化学物質リスクの説明が欲しかった。

３．行政は、排出企業に情報提供をもっと行うべきだ。

４．企業は環境データを長期的に見ることが必要だ。

良い評価

１．ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰのﾘｰﾄﾞで、論点がボケなかった。

２．専門家から客観的な評価・判断を聞けた。

３．住民・行政・企業との話合いが良く出来た。



（各社の環境報告書より引用）
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自動車企業各社のＶＯＣ削減量推移自動車企業各社のＶＯＣ削減量推移


